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（
第
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》

中
国
国
際
私
法
草
案
「
建
議
稿
」
中
の 

国
際
親
子
法
規
定

徐
　
　
瑞
静

一
　
は
じ
め
に

　

中
国
国
際
私
法
と
し
て
は
、
二
〇
一
〇
年
、
新
し
い
国
際
私
法
で
あ

る
「
渉
外
民
事
関
係
法
律
適
用
法
」
が
成
立
し
、
す
で
に
施
行
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
成
立
に
至
る
過
程
に
お
い
て
は
、
そ
の
た
め
の
草
案
の

一
つ
と
し
て
、
中
国
国
際
私
法
学
界
が
中
心
と
な
っ
て
起
草
さ
れ
た

「
建
議
稿
」
が
あ
る
。
同
草
案
は
、
そ
の
ま
ま
採
択
さ
れ
て
施
行
さ
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
内
容
的
に
は
、
注
目
さ
れ
る
べ
き
点
が
少
な

く
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
報
告
は
、
東
洋
法
学
第
五
六

巻
第
三
号
に
報
告
し
た
中
国
国
際
私
法
草
案
「
建
議
稿
」
中
の
国
際
婚

姻
法
規
定
に
引
き
続
き
、
国
際
親
子
法
規
定
を
中
心
と
し
て
、
扶
養
法

規
定
、
監
護
法
規
定
の
部
分
に
つ
い
て
、
黄
進
編
『
中
華
人
民
共
和
国

法
律
関
係
適
用
法
建
議
稿
』（
法
律
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）
に
依
拠
し

て
言
及
す
る
。

二
　
第
三
二
条
「
親
子
関
係
」
に
つ
い
て

　

渉
外
民
事
関
係
法
律
適
用
法
第
二
五
条
は
、「
父
母
と
子
と
の
身
分

的
お
よ
び
財
産
的
関
係
に
つ
い
て
は
、
共
通
常
居
所
地
の
法
律
を
適
用

し
、
共
通
常
居
所
地
が
な
い
と
き
は
、
一
方
の
当
事
者
の
常
居
所
地
の

法
律
ま
た
は
国
籍
国
の
法
律
の
う
ち
、
弱
者
の
権
益
の
保
護
に
有
利
で

あ
る
法
律
を
適
用
す
る
」
と
規
定
し
て
い
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
建
議
稿
第
三
二
条
「
親
子
関
係
」
は
、
次
の
よ
う

な
規
定
で
あ
る
。

　
「
父
母
及
び
子
の
身
分
関
係
に
つ
い
て
は
、
そ
の
共
同
居
所
地
法
を

適
用
す
る
。
当
事
者
が
共
同
居
所
地
法
を
有
し
な
い
場
合
、
弱
者
利
益

の
保
護
に
有
利
と
な
る
一
方
当
事
者
の
本
国
法
、
住
所
地
法
ま
た
は
居

所
地
法
を
適
用
す
る
。

　

父
母
及
び
子
の
財
産
関
係
に
つ
い
て
は
、
父
母
及
び
子
の
身
分
関
係

を
支
配
す
る
法
律
を
適
用
す
る
。
但
し
、
不
動
産
に
関
す
る
場
合
に

は
、
不
動
産
所
在
地
法
を
適
用
す
る
。」

　

本
条
は
、
親
子
間
の
関
係
の
法
律
適
用
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。

　

父
母
及
び
子
の
関
係
は
実
親
子
関
係
（
婚
姻
お
よ
び
非
婚
姻
に
よ
っ
て

出
生
し
た
親
子
関
係
を
含
む
）
と
養
親
子
関
係
に
区
分
す
る
。
親
子
関
係

は
身
分
関
係
と
財
産
関
係
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
国
際
私
法
に

お
い
て
は
、
身
分
関
係
の
問
題
は
、
主
に
親
子
関
係
の
成
立
お
よ
び
効

力
に
か
か
わ
り
、
婚
姻
、
非
婚
姻
に
よ
る
親
子
関
係
の
成
立
ま
た
は
否

認
、
養
子
縁
組
、
準
正
な
ど
を
含
み
、
父
母
の
子
に
対
す
る
監
護
、
教

育
、
親
子
間
の
扶
養
を
含
む
。
財
産
関
係
と
し
て
は
、
主
に
父
母
に
よ

る
子
の
財
産
に
関
す
る
管
理
及
び
保
護
、
並
び
に
、
共
有
財
産
の
内
容

を
含
む
。
し
か
し
、
監
護
、
扶
養
、
相
続
に
関
し
て
そ
の
他
の
規
定
が

あ
る
場
合
、
本
条
の
適
用
範
囲
に
は
入
ら
な
い
（
黄
・
前
掲
書
六
六
頁

参
照
）。
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親
子
の
間
の
関
係
に
関
す
る
法
律
適
用
問
題
に
つ
い
て
、
あ
る
国
家

は
身
分
関
係
お
よ
び
財
産
関
係
を
区
分
せ
ず
、
統
括
的
に
親
子
関
係
に

同
一
の
抵
触
規
則
を
適
用
す
る
こ
と
を
規
定
す
る
。
例
え
ば
、
ハ
ン
ガ

リ
ー
国
際
私
法
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
九
九
六
年
の
「
親
責
任
と
子
保
護

の
た
め
の
措
置
の
管
轄
権
、
準
拠
法
、
承
認
、
執
行
及
び
合
意
に
関
す

る
条
約
」
は
、
条
約
に
お
い
て
子
の
身
分
お
よ
び
財
産
問
題
を
言
及
し

て
い
る
が
、
し
か
し
、
基
本
と
な
る
法
律
適
用
原
則
は
、
身
分
関
係
お

よ
び
財
産
関
係
の
区
別
を
し
て
お
ら
ず
、
子
の
常
居
所
地
法
を
採
用
し

て
い
る
。
一
部
の
国
家
は
、
婚
姻
に
よ
る
身
分
の
確
定
、
準
正
お
よ
び

効
力
、
ま
た
は
、
養
子
縁
組
の
法
律
問
題
の
み
を
規
定
し
て
い
る
。
例

え
ば
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
そ
れ
で
あ
る
。
ま
た
、
他
の
一
部
の
国
家

は
、
出
生
問
題
、
ま
た
は
、
親
子
関
係
を
規
定
し
て
い
る
、
例
え
ば
、

ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
、
日
本
の
国
々
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
お

い
て
、
す
で
に
立
法
を
設
け
た
国
家
の
そ
の
法
律
適
用
規
則
は
、
主
に

父
母
の
属
人
法
を
適
用
し
て
い
る
が
子
の
属
人
法
の
適
用
（
と
り
わ

け
、
子
の
常
居
所
地
法
）、
裁
判
所
所
在
地
法
（
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
）
を
規

定
し
、
ま
た
、
子
に
有
利
な
法
律
の
優
先
的
適
用
の
傾
向
を
呈
し
て
い

る
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
法
第
八
五
条
は
、「
一
、
親
子
関
係
に
つ
い
て
は
、

そ
の
共
同
常
居
所
地
法
を
適
用
す
る
。
二
、
親
子
が
共
同
常
居
所
地
法

を
有
し
な
い
場
合
、
そ
の
相
互
関
係
は
子
の
常
居
所
地
法
に
従
い
、
ま

た
、
子
に
い
っ
そ
う
有
利
と
な
る
場
合
に
は
、
子
の
本
国
法
を
適
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
」
と
規
定
し
て
い
る
（
黄
・
前
掲
書
六
六
頁
参
照
）。

　

本
条
第
一
項
の
規
定
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
規
定
と
類
似
し
、
無
条
件

選
択
の
適
用
規
範
を
採
用
し
て
い
る
。
弱
者
で
あ
る
当
事
者
の
利
益
を

保
護
す
る
目
的
は
、
今
日
に
お
け
る
国
際
私
法
の
発
展
の
趨
勢
に
も
適

う
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
本
条
の
規
定
は
「
弱
者
利
益
の
保
護
に
有

利
と
な
る
一
方
当
事
者
の
本
国
法
、
住
所
地
法
ま
た
は
常
居
所
地
法
」

の
表
現
を
採
り
入
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
表
現
の
目
的
は
、
父
母

に
よ
る
弱
者
当
事
者
た
る
未
成
年
の
子
へ
の
保
護
を
強
調
し
な
が
ら
、

さ
ら
に
、
成
年
の
子
の
父
母
に
対
す
る
扶
養
義
務
の
内
容
を
考
慮
し
た

結
果
で
あ
る
（
黄
・
前
掲
書
六
六
頁
参
照
）。

　

多
数
の
国
家
が
親
子
関
係
に
つ
い
て
身
分
関
係
と
財
産
関
係
と
を
区

分
し
て
お
ら
ず
、
同
一
準
拠
法
を
適
用
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
親
子

の
財
産
関
係
に
つ
い
て
、
本
条
第
二
項
は
第
一
項
と
同
様
な
抵
触
規
則

を
規
定
し
て
い
た
。
し
か
し
、
不
動
産
に
か
か
わ
る
場
合
に
は
、
諸
国

は
、
一
般
に
、
不
動
産
所
在
地
法
を
適
用
し
て
い
る
た
め
、
本
条
第
二

項
も
、
こ
の
よ
う
な
方
法
を
採
り
入
れ
て
い
る
（
黄
・
前
掲
書
六
六
頁

以
下
参
照
）。

三
　
第
三
三
条
「
養
子
縁
組
」
に
つ
い
て

　

渉
外
民
事
関
係
法
律
適
用
法
第
二
八
条
は
、「
養
子
縁
組
の
要
件
お

よ
び
手
続
に
つ
い
て
は
、
養
親
お
よ
び
養
子
の
常
居
所
地
の
法
律
を
適

用
す
る
。
養
子
縁
組
の
効
力
に
つ
い
て
は
、
養
子
縁
組
当
時
の
養
親
の

常
居
所
地
の
法
律
を
適
用
す
る
。
養
子
縁
組
の
解
消
に
つ
い
て
は
、
養

子
縁
組
当
時
の
養
子
の
常
居
所
地
の
法
律
ま
た
は
裁
判
所
所
在
地
の
法

律
を
適
用
す
る
。」
と
規
定
し
て
い
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
建
議
稿
第
三
三
条
「
養
子
縁
組
」
は
、
次
の
よ
う
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な
規
定
で
あ
る
。

　
「
養
子
縁
組
の
成
立
は
、
養
親
と
養
子
の
常
居
所
地
法
を
同
時
に
適

用
す
る
。

　

養
子
縁
組
の
効
力
は
、
養
子
縁
組
当
時
の
養
親
の
常
居
所
地
法
を
適

用
す
る
。

　

養
子
縁
組
の
終
了
は
、
養
子
縁
組
当
時
の
養
子
の
常
居
所
地
法
ま
た

は
裁
判
所
所
在
地
法
を
適
用
す
る
。」

　

本
条
は
、
養
子
縁
組
に
関
す
る
法
律
適
用
問
題
で
あ
る
。
養
子
縁
組

の
法
律
適
用
問
題
に
つ
い
て
、
一
部
の
国
家
は
配
分
的
適
用
を
執
行
す

る
こ
と
を
主
張
し
、
養
子
縁
組
に
関
し
て
異
な
る
法
律
選
択
規
則
を
規

定
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
が
そ
れ
で
あ

る
。
又
、
一
部
の
国
家
は
、
単
一
的
適
用
の
方
法
を
採
用
し
て
、
渉
外

養
子
縁
組
問
題
に
つ
い
て
分
割
す
る
必
要
が
な
い
と
主
張
し
、
同
一
準

拠
法
の
適
用
を
主
張
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
日
本
、
ス
イ
ス
、
ド
イ
ツ

が
そ
れ
で
あ
る
。
ま
た
、
具
体
的
に
、
養
子
に
関
す
る
法
律
適
用
規
則

問
題
に
つ
い
て
、
諸
国
の
取
り
扱
い
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
例
え

ば
、
ス
イ
ス
は
、
裁
判
所
所
在
地
法
を
適
用
す
る
（
ス
イ
ス
裁
判
所
は
、

養
親
ま
た
は
養
子
縁
組
夫
婦
双
方
の
住
所
地
が
ス
イ
ス
に
あ
る
か
、
ま
た

は
、
一
方
が
ス
イ
ス
国
籍
を
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
養
子
縁
組
の
管
轄
権
が

あ
る
た
め
、
実
際
は
、
養
親
の
属
人
法
で
あ
る
）。
そ
れ
に
対
し
て
、
養
親

の
属
人
法
を
適
用
す
る
の
は
、
例
え
ば
、
日
本
、
ド
イ
ツ
で
あ
る
。
同

時
に
養
親
と
養
子
の
属
人
法
を
適
用
す
る
諸
国
と
し
て
は
、
例
え
ば
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア

が
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
幾
つ
か
の
判
例
に
も
同
じ
処
理
方
法
が
採
り
入

れ
ら
れ
て
い
る
（
黄
・
前
掲
書
六
七
頁
参
照
）。

　

本
条
は
、
配
分
的
適
用
の
方
法
を
採
用
し
、
そ
れ
ぞ
れ
、
養
子
縁
組

の
成
立
、
養
子
縁
組
の
効
力
、
養
子
縁
組
の
終
了
に
関
す
る
規
定
を
設

け
て
、
法
律
適
用
問
題
を
一
層
繊
細
か
つ
合
理
的
に
し
て
い
る
が
、
こ

の
立
場
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
ブ
ル
カ
リ
ア
の
規
定
に
類
似
し
て
い
る

（
黄
・
前
掲
書
六
七
頁
参
照
）。

　

ま
ず
、
養
子
縁
組
の
成
立
に
つ
い
て
い
え
ば
、
同
時
に
養
親
と
養
子

の
共
同
常
居
所
地
法
を
適
用
す
る
こ
と
は
、
養
子
の
保
護
に
と
っ
て
有

利
と
な
り
、
ま
た
、
跛
行
的
養
子
縁
組
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
ら
れ
る
（
黄
・
前
掲
書
六
七
頁
参
照
）。

　

次
に
、
養
子
縁
組
の
効
力
に
つ
い
て
い
え
ば
、
一
部
の
国
家
は
養
親

の
属
人
法
を
適
用
す
る
と
主
張
し
、
ま
た
、
一
部
の
国
家
は
養
子
の
属

人
法
を
適
用
す
る
と
主
張
し
て
い
る
。
養
子
縁
組
関
係
の
成
立
後
、
養

子
が
殆
ど
養
親
と
同
居
す
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
養
子
縁
組
以
後
の
権

利
、
義
務
な
ど
の
問
題
は
、
殆
ど
、
養
子
縁
組
を
結
ん
だ
時
の
常
居
所

地
法
と
最
も
密
接
な
関
連
を
有
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
、
養
親
の
常
居

所
地
法
を
適
用
す
る
と
規
定
す
る
こ
と
が
合
理
的
で
あ
る
と
見
ら
れ
る

（
黄
・
前
掲
書
六
七
頁
参
照
）。

　

そ
し
て
、
養
子
縁
組
の
終
了
に
つ
い
て
、
養
子
の
属
人
法
ま
た
は
裁

判
所
所
在
地
法
を
適
用
す
る
と
す
る
規
定
の
主
な
目
的
は
、
養
子
の
利

益
を
保
護
す
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う

（
黄
・
前
掲
書
六
七
頁
参
照
）。
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四
　
第
三
四
条
「
扶
養
」
に
つ
い
て

　

渉
外
民
事
関
係
法
律
適
用
法
第
二
九
条
は
、「
扶
養
に
つ
い
て
は
、

一
方
の
当
事
者
の
常
居
所
地
の
法
律
、
国
籍
国
の
法
律
ま
た
は
主
要
な

財
産
の
所
在
地
の
法
律
の
う
ち
、
被
扶
養
者
の
権
益
の
保
護
に
有
利
で

あ
る
法
律
を
適
用
す
る
。」
と
規
定
し
て
い
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
建
議
稿
第
三
四
条
「
扶
養
」
は
、
次
の
よ
う
な
規

定
で
あ
る
。

　
「
扶
養
は
、
被
扶
養
者
に
最
も
有
利
と
な
る
一
方
当
事
者
の
本
国

法
、
住
所
地
法
、
常
居
所
地
法
ま
た
は
被
扶
養
者
を
扶
養
す
る
財
産
所

在
地
法
を
適
用
す
る
。」

　

本
条
は
、
扶
養
義
務
に
関
す
る
法
律
の
適
用
規
定
で
あ
る
。
扶
養
義

務
は
、
親
子
間
の
扶
養
、
夫
婦
相
互
間
の
扶
養
お
よ
び
そ
の
他
の
扶
養

関
係
を
有
す
る
者
の
間
の
扶
養
を
含
ん
で
い
る
。
渉
外
扶
養
の
法
律
適

用
問
題
は
、
主
に
二
つ
の
方
面
の
内
容
を
有
し
て
お
り
、
一
つ
は
、
扶

養
関
係
の
確
認
で
あ
り
、
二
つ
目
は
、
扶
養
費
用
の
給
付
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
点
に
お
い
て
諸
国
は
、
社
会
制
度
と
倫
理
概
念
の
違
い
に
よ
っ

て
、
扶
養
範
囲
の
幅
の
差
異
も
大
き
く
、
扶
養
義
務
に
対
す
る
要
求
も

異
な
り
、
従
っ
て
、
渉
外
扶
養
事
件
を
処
理
す
る
と
き
、
如
何
な
る
国

家
の
法
律
を
適
用
す
る
か
は
、
扶
養
権
利
者
ま
た
は
扶
養
義
務
者
の
切

実
な
利
益
に
か
か
わ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
黄
・
前
掲
書
六
七
頁
以
下
参

照
）。

　

渉
外
扶
養
の
法
律
適
用
に
関
し
て
、
諸
国
立
法
と
国
際
条
約
は
、
主

に
以
下
の
よ
う
な
規
則
を
設
け
て
い
る
。（
一
）
裁
判
所
所
在
地
法
を

適
用
す
る
。（
二
）
属
人
法
を
適
用
す
る
。（
三
）
扶
養
権
利
者
に
最
も

有
利
と
な
る
法
律
を
適
用
す
る
。（
四
）
当
事
者
意
思
自
治
原
則
を
適

用
す
る
。
今
日
、
国
際
上
の
新
た
な
立
法
に
際
し
、
基
本
的
な
モ
デ
ル

は
、
ま
ず
、
扶
養
権
利
者
の
常
居
所
地
法
を
適
用
す
る
と
い
う
立
場
に

立
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
当
該
法
律
に
よ
っ
て
扶
養
料
を
得
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
き
は
、
扶
養
権
利
者
お
よ
び
扶
養
義
務
者
の
双
方
の
共
同

本
国
法
を
適
用
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
も
、
扶
養
料
を
得
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
き
は
、
裁
判
所
所
在
地
法
を
適
用
す
る
。
例
え
ば
、
ド
イ
ツ
、

ブ
ル
ガ
リ
ア
は
、
基
本
的
に
一
九
七
三
年
一
〇
月
二
日
の
「
扶
養
義
務

の
準
拠
法
に
関
す
る
ハ
ー
グ
条
約
」（
一
九
七
七
年
発
効
）
の
規
定
に

倣
っ
て
い
た
。
二
〇
〇
七
年
の
「
扶
養
義
務
ハ
ー
グ
議
定
書
」（
未
発

効
）
は
、
相
変
わ
ら
ず
、
ま
ず
、
扶
養
権
利
者
の
常
居
所
地
法
を
適
用

す
る
が
、
し
か
し
、
当
該
法
律
に
よ
っ
て
扶
養
料
が
得
ら
れ
な
い
場

合
、
そ
の
規
定
に
定
め
ら
れ
て
い
る
補
充
的
適
用
の
法
律
が
一
九
七
三

年
の
条
約
と
の
差
異
を
生
じ
て
い
る
。
二
〇
〇
七
年
議
定
書
第
四
条
及

び
第
五
条
は
、
例
え
ば
、
扶
養
権
利
者
の
常
居
所
地
法
に
よ
っ
て
扶
養

料
が
得
ら
れ
な
い
時
、
裁
判
所
所
在
地
法
を
適
用
す
る
。
例
え
ば
、
扶

養
権
利
者
が
扶
養
義
務
者
の
常
居
所
地
の
主
管
当
局
に
訴
訟
ま
た
は
関

連
手
続
を
申
し
立
て
た
場
合
、
扶
養
義
務
者
の
常
居
所
地
法
を
適
用
す

べ
き
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
同
法
に
よ
っ
て
扶
養
料
を
得
ら
れ
な
い
場

合
、
扶
養
権
利
者
の
常
居
所
地
法
を
適
用
す
べ
き
こ
と
と
な
る
。
例
え

ば
、
扶
養
権
利
者
の
常
居
所
地
法
、
裁
判
所
所
在
地
法
と
扶
養
義
務
者

の
常
居
所
地
法
の
い
ず
れ
に
よ
っ
て
も
扶
養
料
を
得
ら
れ
な
い
場
合
、
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そ
の
共
同
国
籍
法
を
適
用
す
る
と
規
定
し
て
い
る
。
か
つ
、
明
確
に
、

有
利
原
則
が
特
定
の
扶
養
関
係
の
み
に
適
用
す
る
こ
と
を
規
定
し
、
親

子
間
相
互
の
扶
養
関
係
、
お
よ
び
、
父
母
以
外
の
者
の
二
一
歳
未
満
の

者
に
対
す
る
扶
養
問
題
（
但
し
、
配
偶
者
と
前
配
偶
者
の
間
の
扶
養
を
含

ま
ず
）
が
含
ま
れ
る
。
こ
の
規
定
は
扶
養
権
利
者
を
保
護
す
る
と
同
時

に
、
適
正
に
扶
養
義
務
者
の
利
益
を
考
慮
し
て
い
る
と
言
う
べ
き
で
あ

り
、
同
時
に
、
扶
養
義
務
者
の
利
益
、
扶
養
権
利
者
と
扶
養
義
務
者
と

の
間
の
関
係
の
親
近
性
の
程
度
を
考
慮
す
る
こ
と
も
、
合
理
的
と
考
え

ら
れ
る
（
黄
・
前
掲
書
六
八
頁
参
照
）。

　

中
国
「
民
法
通
則
」
第
一
四
八
条
は
、「
扶
養
は
被
扶
養
者
と
密
接

関
連
を
有
す
る
国
家
の
法
律
を
適
用
す
る
。」
と
規
定
し
て
い
る
。「
最

高
人
民
法
院
〈
中
華
人
民
共
和
国
民
法
通
則
〉
の
貫
徹
執
行
に
関
す
る

若
干
問
題
の
意
見
（
試
行
）」
第
一
八
九
条
は
、
更
に
、「
親
子
相
互
間

の
扶
養
、
夫
婦
相
互
間
の
扶
養
お
よ
び
そ
の
他
の
扶
養
関
係
者
の
間
の

扶
養
は
、
被
扶
養
者
と
密
接
関
連
を
有
す
る
国
家
の
法
律
を
適
用
す
べ

き
と
定
め
て
い
る
。
扶
養
者
と
被
扶
養
者
の
国
籍
、
住
所
お
よ
び
被
扶

養
者
を
扶
養
す
る
財
産
所
在
地
の
い
ず
れ
も
被
扶
養
者
と
密
接
関
連
を

有
す
る
法
律
と
見
做
す
こ
と
が
で
き
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
密
接
関

連
性
の
原
則
を
渉
外
扶
養
の
領
域
に
適
用
す
る
こ
と
は
、
中
国
の
渉
外

扶
養
法
律
適
用
方
法
へ
の
一
つ
の
試
み
と
認
め
ら
れ
る
が
、
し
か
し
、

同
項
の
適
用
性
は
低
く
、
し
か
も
、
扶
養
権
利
者
へ
の
保
護
が
明
確
に

反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
本
条
は
、
裁
判
官
が
多
数
の
法
律
の
中
か
ら
扶

養
権
利
者
に
有
利
と
な
る
法
律
の
選
択
を
認
め
る
こ
と
を
明
ら
か
に
規

定
し
て
い
る
か
ら
、
国
際
社
会
に
お
け
る
扶
養
法
律
適
用
の
趨
勢
に
も

一
致
し
て
い
る
。
具
体
的
に
い
う
と
、
ま
ず
、
法
律
適
用
の
内
容
上
に

お
い
て
、
扶
養
関
係
の
存
在
を
確
認
し
て
、
扶
養
関
係
成
立
に
有
利
と

な
る
法
律
を
選
択
す
べ
き
も
の
と
定
め
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
り
、
被
扶
養

者
が
扶
養
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
扶
養
料
の
給
付
に
つ
い
て

は
、
扶
養
料
が
高
い
法
律
の
適
用
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
定
め

ら
れ
、
被
扶
養
者
の
境
遇
を
更
に
有
利
に
す
る
こ
と
と
な
る
（
黄
・
前

掲
書
六
八
頁
参
照
）。

五
　
第
三
五
条
「
監
護
」
に
つ
い
て

　

渉
外
民
事
関
係
法
律
適
用
法
第
三
〇
条
は
、「
監
護
に
つ
い
て
は
、

一
方
の
当
事
者
の
常
居
所
地
の
法
律
ま
た
は
国
籍
国
の
法
律
の
う
ち
、

被
監
護
人
の
権
益
の
保
護
に
有
利
で
あ
る
法
律
を
適
用
す
る
。」
と
規

定
し
て
い
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
建
議
稿
第
三
五
条
「
監
護
」
は
、
次
の
よ
う
な
規

定
で
あ
る
。

　
「
監
護
は
、
被
監
護
人
に
最
も
有
利
と
な
る
一
方
当
事
者
の
本
国

法
、
住
所
地
法
ま
た
は
常
居
所
地
法
を
適
用
す
る
。」

　

本
条
は
、
監
護
に
関
す
る
法
律
適
用
の
規
定
で
あ
る
。
諸
国
の
監
護

に
関
す
る
法
律
適
用
規
定
は
、
主
に
以
下
の
よ
う
な
種
類
に
区
分
す
る

こ
と
が
で
き
る
。（
一
）
被
監
護
人
の
属
人
法
（
被
監
護
人
の
住
所
地
法

と
被
監
護
人
の
本
国
法
）
を
適
用
す
る
。
と
り
わ
け
、
近
年
に
あ
っ
て

は
、
多
数
の
国
々
が
、
被
監
護
人
の
常
居
所
地
法
を
適
用
す
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。
例
え
ば
、
日
本
、
ス
イ
ス
、
ド
イ
ツ
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
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オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ロ
シ
ア
な
ど
の
国
々
が
あ
る
。（
二
）
裁
判
所
所
在

地
法
を
適
用
す
る
、
例
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
（
但
し
、
イ
ギ
リ
ス
裁
判
所
は

未
成
年
者
が
イ
ギ
リ
ス
に
い
る
こ
と
、
未
成
年
者
が
イ
ギ
リ
ス
国
民
で
あ
る

こ
と
、
ま
た
は
、
未
成
年
者
が
イ
ギ
リ
ス
に
常
居
所
地
を
有
す
る
こ
と
に
基

づ
い
て
管
轄
権
を
行
使
す
る
た
め
、
そ
れ
ゆ
え
、
実
際
上
、
イ
ギ
リ
ス
裁
判

所
が
監
護
事
件
に
お
い
て
、
通
常
、
当
事
者
の
本
国
法
ま
た
は
常
居
所
地
法

を
適
用
す
る
と
す
る
大
陸
法
国
家
の
処
理
方
法
と
は
殆
ど
の
差
異
が
な
い
よ

う
で
あ
る
）。
中
国
の
当
時
の
立
法
は
、
渉
外
監
護
の
法
律
適
用
問
題

に
つ
い
て
規
定
を
設
け
て
お
ら
ず
、「
最
高
人
民
法
院
〈
中
華
人
民
共

和
国
民
法
通
則
〉
貫
徹
執
行
に
関
す
る
若
干
問
題
の
意
見
（
試
行
）」

第
一
九
〇
条
は
、「
監
護
の
設
立
、
変
更
と
終
了
は
、
被
監
護
人
の
本

国
法
を
適
用
す
る
。
但
し
、
被
監
護
人
が
中
国
の
域
内
に
住
所
を
有
す

る
場
合
、
中
国
の
法
律
を
適
用
す
る
。」
と
規
定
し
て
い
る
。
本
条

は
、
当
時
の
立
法
の
内
容
を
踏
ま
え
た
上
で
起
草
さ
れ
、
若
干
の
修
正

を
施
さ
れ
て
、
関
連
す
る
法
律
の
中
で
、
被
監
護
人
に
最
も
有
利
な
法

律
を
選
択
す
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
一
層
、
弱
者
権
利

を
保
護
し
よ
う
と
す
る
理
念
を
明
確
に
表
わ
し
て
い
る
（
黄
・
前
掲
書

六
九
頁
参
照
）。

六
　
お
わ
り
に

　

以
上
に
お
い
て
、「
建
議
稿
」
中
の
諸
規
定
を
見
た
結
果
、
そ
の
特

徴
と
し
て
、
弱
者
た
る
未
成
年
の
子
、
扶
養
権
利
者
、
被
監
護
人
の
利

益
保
護
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ

う
。
そ
の
た
め
に
採
用
さ
れ
て
い
る
規
則
は
、
実
質
的
判
断
を
行
っ
た

上
で
準
拠
法
を
決
定
す
る
と
い
う
選
択
的
適
用
の
規
則
で
あ
る
。
も
っ

と
も
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
中
国
国
際
私
法
も
ほ
ぼ
同
様
で

あ
り
、
現
行
法
の
妥
当
性
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
後
、
養
子

縁
組
に
つ
い
て
、
そ
の
立
場
が
い
か
よ
う
に
導
入
さ
れ
る
べ
き
か
が
課

題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

（
じ
ょ
・
ず
い
せ
い　

東
洋
大
学
法
学
部
非
常
勤
講
師
）
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